
施設栽培でより特徴を発揮する、外観美麗で、 
濃厚な食味の無核性品種「せとか」 

 

 

＊「せとか」は、「清見」の血を引く育成系統「ｋｙEn-2」に、晩生の高糖度品種
「マーコット」を交配して育成した品種です。 

＊成熟期は露地栽培で２月下旬～３月、果皮が薄く、外観が極めて美麗で、芳香
があります。 

＊果実は200g以上、糖度13%以上となり、無核で濃厚な食味が特徴です。 
＊露地栽培が可能ですが、施設栽培によりさらに商品性の高い果実が生産がで

きます。 

生食カンキツ 

この品種は、施設栽培の適応性
が高く、外観（見栄え）、食味とも
に最高級の果実が生産されます。
施設栽培の果実は1月頃から2月
いっぱいくらい出荷され、その後
露地物に移っていきます。 
施設栽培では、土壌水分管理が
高品質果実生産のカギになりま
す。また、トゲの発生もあり、果
実に傷がつかないよう、入念に
管理します。 

施設栽培の「せとか」は、国産カンキツで最も美麗な外観と最上級の食味を誇る高級果
実です。また近年は、生産コストをかけない露地栽培も増加しています。 
露地栽培では果皮が薄く、傷つきやすいため、風当たりの強い圃場では外観を損ないや
すい問題があります。また、樹冠外周部の果実は、陽光面（日差しが直接当たる部分）に
日焼けがでやすいので、注意が必要です。 

施設栽培の樹の様子 

実需者等が入手可能な形態：苗木または果実 
連絡先：（独）農研機構 果樹研究所 業務推進室   TEL 029-838-6453                         
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